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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は，電位及び密度の径方向分布及び揺動の径方向分布を計測できる金中性粒子ビームプロープを用
いて，プラズマ電位閉じ込め改善時の電位の径方向分布の閉じ込めに対する効果を評価したものである。電
位閉じ込め改善時にプラズマ中に発生した閉じ込めを悪化させる要因である揺動が抑制されていることが，
実験的に確認された。さらに，荷電交換バウンスイオンの計測によっても径方向電位形成時に電位揺動が抑
制され，粒子の径方向輸送が抑制され閉じ込めが改善されることが確認された。本研究は，タンデムミラー
型核融合装置のみならず，すべての核融合研究における電位による閉じ込め改善機構について非常に重要な
研究である。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
